
積雪寒冷地農村の食生活に関する研究

－食物摂取の季節変動が地域住民の健康に及ぼす影響について－

※

鷹觜テル・辻英子

Studies on the Dietory Life of Village in Cold and Snowy Districts

•|Effects of the Seasonal Change in Food Intake on the Health of Inhabitants•|

TERU TAKANOHASHI and HIDEKO TSUJl

Ⅰ緒言

慣行食が近代食生活の中唖合していく場合の要素として，いろいろあるが？本稿において

は，慣行食を365日から捉えた場合，季節的にどのような変化がみられ，その季節変動が人間

の生理の面に，どのような影響を与えているかという観点から，述べてみたいと思う.

生産食品によって食品の大半を調達している貴家においては，食品摂取構成は気象.季節に

制約されるところが多い.特に畑が積雪寒冷のために停止している時期の，食物摂取構成は貯

蔵食品に依存する面が大ダ・と考えられる・

積雪寒冷条件が農家の家庭生活に及ぼす第1の問題は，食生活に必要な食品の連続的調津を
一

はばむため，これに農家の食生活が如何に対応し，ゆがめられているかという点である∴

－第2はそれらの食品を調達する場合の形態であるが，寒さのために人間の炊事行為が制約さ

れて，出来るだけ簡易化される両と，積雪寒冷に対応した食品の調理形態の面が考えられる.

第3の問題は寒冷刺戟に対応して，人間の生理的要求が充足されるべきであるが，積雪寒冷

条件のために制約されて，不合理な食生活が営まれる結果，人間の健康にどのような影響を与

えているかの3点である.本稿においてはこれらの点について究明し，それを克服するための

対策を見出すことを目的とした・

こうした方面の研究は，短期間或は断続的な調査は多いが，年間365日の長期にわたる連続
？、

的調査は，藤崎民らの論文以外は，まだ発表されていない.

そこで年間を通してよく観察し，その季節条件がその地域住民の食品調達・献立構成・栄養

摂取・健康にどのような影響を与えているかに焦点をあてて，検討してみたいと思う・

Ⅰ－調査対象地区及び農家の概況

以上の目的を達成するた鋸こ，気象条件の外に365日の長期にわたり，献立記入に協力して

くれる能力を。も考慮し，この両面から各6農家を選定した.

1気象条件

即ち積雪量が多く，1年の大半が雪に埋もれている岩手県のAl一A望.B貴家と，根雪期間

が約1ケ月で雪の量が少く，田麦裏作の出来る地域福島県のC1.C空・C3農家を選定した.

※福島大学学芸学部
1）鷹觜テル：近代食生頓への道熊谷印刷出版部C1958）.

2）藤崎三雄他：実用農業技術講座貴家の生酒改善共立出版株式会社（1958）.
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両県の調査村の気象条件は第1表の通りである，  

第1哀 調査村の気象条件  
イ 気  温1）  
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尚農業生産限界線からみると，両県とも11月から3月までは，その限界線以下である・最低  

気温の面でほ岩手は－20℃前後，福島ほ－30c前後になっている・叉根雪期間が岩手は1ZO日  

間もあるが，福島は30日前後となっている（第1表・第1図）．  

2 調査村の概況  

（1）岩手県北上市鬼柳村（Al・A雲集家）   

北上市の南端にあり，総農家の68％が第Z種兼業で，経営規模は5反～15反までが50％を占  

め，水田化率は約70％，畑は普通畑で果樹は少なく，肥沃な土地のため良質の米がとれ，先頃  

から婦人会等の指導による西洋野菜の栽培も始められている村である・   

Al及びA2農家ほ夫々主婦中心の農業経営の形態をとっており，水田単作農家である．  

（2）岩手県二戸郡一戸町奥中山（B農家）   

岩手県の北部にあり，奥羽山脈と北上山脈との中間に位する高原地帯の一小長Ii常で，標高  

1）観測地  

Al，A2・t…・岩手県水沢市経度観測地  B■・‥・岩手県奥中山高冷地試験所   

Cl，C2……福島県福島市福島地方気象台  C3…‥ 福島県梁川町県立蚕業試験所   

岩手の調査年度‥・・・・1960～1961  福島の調査年度・‥・・1951～1955の平均  

2）岩手…‥・1958～1960の平均福島・・‥1916～1955平均  

3）岩手……平年  福島のCl，C2……1935～1945年平均  C3・・・‥ 1945～1949年平均   
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 第1図 調査村の平均気温及び根雪期間   

430mで冬期ほ寒さきびしく，夏期も冷涼で家畜の飼育に適している．   

元陸軍の放牧地であったが戦後解放され，旧陸軍関係や疎開会社，引揚老，農家の二三男等  

が逐次入植し，現在戸数600戸，平均5ヘクタール以上の経営面積を有し，土地の気象及び立  

地条件をいかして，酪農中心に経営が進められ，主食及び野菜の一部は購入によって調達して  

いる．  

（3）福島県福島市青井田字仁井田（Cl・C望農家）   

吉井田は市の西南に位する旧吉井田村で，土地は平坦山林湖沼なく農蚕業に適している．  

仁井田部落の総農家戸数は糾戸で，そのうち45％が兼業で，経営規模は4反～15反までが65％  

を占め，平均一戸当り耕地は7．4反，畑Z．6反，水田化率74％となっている．   

近時桑園が減少し果樹経営に切りかえつゝあり，都市近郊農村として，商品生産に転換の傾  

向がみられる．  

（4）福島県伊達郡梁川町（C3 農家）   

梁川町粟野は阿武隈平野の最北端福島市の北約15肋のところにある．標高約45mの平野で，  

地下水位が低いため，水田は少なく畑作と養蚕を中心に経営し，米は麦と併せ漸く自給出来る  

程度であるが，果樹・ほうれん革の商品化率が高い．   

経営規模ほ5反～15反までが60％を占め；一戸当り耕地面積ほ田約1．5反，畑約7．8反，水田  

化率16％となっている．気温及び積雪状況は略々吉井田と同程度である．   

尚福島県調査農家は，いづれも桑果式専業農家である．  

3 調査対象農家の家族状況   

次に両県の調査対象農家の家族状況及び家族の成人換算率，経営概況を述べると第2表の通  

りである．   
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第2表 調 査 対 象 鼻 家  ○印記入者  

計 6人  

30 裏作 2．6反  

Ⅰ 調 査 方 法  

各調査対象農家に計器と慧板を与え，毎食の摂取食品を正確に可食部秤量し 献立名・食品  

名・1戸当り食品重量・自給購入別・廃棄量・家族の摂取割合を，昭和35年6月より1年間記  

入させた．  

この間調査開始の6月ほ毎日，以後ほ週1度調査農家を訪門し，その記載方法の括導を行っ  

た後記入用紙を回収した．   
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集計にあたり，各食品ごとに廃棄した分量，家族以外の飲食分を差し引き集計し，資源調査  

会案による農区別・性別・年令層別・食品成人換算率を用いて，成人値に換算し比較の数値と  

した．   

栄養価計算ほ総理府資源調査会決定の改訂食品標準成分表の輯別荷重平均表によった，  

l†調 査 結 果   

1 食品調達構成   

農家の献立材料である食品を調達別に分類すると，大きく生産食品と購入食品に分けること  

が出来る．そしてそれらの調達方法の状態が，季節的に食物構成に影響を与えているように思  

われるので，食品の年間の月間調達の状態を，A及びB農家を例にとって次に示した（第Z・  

第3図）．  

二二 

第2図 岩手県農家月別調達表（A〕  

これによると貯蔵可能の食品は，生産時期に収穫して年間生貯蔵又は加工貯蔵して食してい  

るが非貯蔵性の食品は生産時期にのみ大量に食する傾向がある．他の時期特に畠が雪におほわ  

れている冬期においては，殆ど空自の状態である．   

食品の調達の面では生産食品に気候の影響がみられ．購入食品のうち主として蛋白源の而に  

階層差や，専業別の差が認められた．   
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■一塊漁舟朔 －－一加工好鬼  
∵戌野鼠 ‾－－－－－ 賭 入  

第3図 岩手県貴家月別調達表（B）   

農家の献立材料の構成を岩手県の場合，調達別に分類すると，次の3つに分けることが出来  

る．  

（1）生産食品にのみ依存する地帯  

（2）生産食品を中心にして，不足を購入食品で補完している地帯  

（8）近代農村の傾向として，商品生産を中心とし，その代金で購入食品を中心に調達してい  

る地帯   

以上の中，献立材料の調達の両で，季節的変動の激しいのは，生産食のみに依存する地帯で  

ある．A農家ほ第2の形態であり，B農家ほ第3の形態である．   

筆者は購入食品は，生産食品の補完の役をしているというように考えていたが，本調査にお  

いてほ生産物を商品化して，その代金で購入食品を求める農家においてほ，購入食品も生産食  

品と比例的な季節変動を示していることがわかった．或意味では生産食の不足を補完するので  

はなく，生産食を購入食によって更に強化している構造である．   

生産食品と購入食品の調達の相間関係を検討していく場合，生産形態が問題になるので，そ  

の点を明らかにするために，前に示した第2・3図を作製したのである．それによるとA農家  

は生産食品を主体とし，米の商品化によって不足を補っている形態である．叉B農家ほ乳卵類  

を商品化して，他の食品を購入している形態である．このように専業化しても，野菜は自給し  

ている．しかしこれは一般的傾向でもある．尚A農家の購入食比率表を第3表に示した．A農  

家の購入食品は調味料・魚類・柑きつ類・海草・大豆製品・甘藷が100％で他は自給している   
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第3表 岩手県農家月別購入食比率表（％）  

47  

（水田単作第一種兼業農家A）  

呵叫叫6月  頭七塑桓桓趣  

一
一
8
0
【
 
二
 
 

訪
1
0
0
1
二
〓
 
 

垂l  

－l  

∵
銅
［
 
 

2．墜  果  類  

甘  藷  
馬  鈴  薯  
その他のいも類  

「
拍
「
1
0
0
岳
1
0
0
J
r
l
J
 
 

3．いも 類  

塑
「
4
5
一
 
1
。
。
j
l
。
。
j
∃
 
∴
－
 
 

4．砂糖兢  

5．油  脂  

一
一
6
3
5
4
 
 
 

6．豆  類  0
0
 
 

0
3
 
 

1
 
 

ハ
‖
V
U
 
 

O
O
 
 

l
l
 
 

．
1
 
 

m
 
 

ハ
リ
ハ
‖
U
 
 

l
l
 
 

n
n
川
「
 
 

ハ
〓
二
‖
U
 
l
l
 
 

1
 

α
仙
川
川
川
－
 

0
0
 
 

1
1
 
 7・魚介類l蓋   蕩lぷ  号畠l主88  主：…ミ；f！、ご：ミ主：：：：  1呂8j主88  

8・獣 鳥 肉 規1451  551 991100t lOO100】100110010  聖
二
＝
 
叩
話
 
 

－－－ －－… 一l  9．卵  筋l  

乳
品
 
 

製
 
 

牛
乳
 
 

煩
 
 

L
 
 
字
 
 

0
 
 
 

1
 
 

100」－ヨ ー】－  

一
1
5
4
1
 
 
 

ヽ
′
】
l
こ
ー
／
一
1
 
 

1
 
 1

7
5
0
1
 
 

11．野菜瑛  

‘
 
 
 

α
「
山
川
W
ハ
 
 
 

0
9
 
 
 

1
 
 t

一
 
 

〇
U
 
 
 

■
1
U
O
 
 
 

l
1
 
 

0
0
 
 
 

0
0
 
 
1
1
 
 

「
 
 
 

0
／
h
U
 
 

O
ハ
∨
／
 
 
 

l
 
 
 

12・果実類l讐の忘の真実篭  
‥
川
、
叫
、
、
州
 
 

l
 
 
 
一
l
 
 

0
 
 
 

0
 
 
 

1
 
 

0
 
 
 

0
 
 
 

1
 
 

0
 
 
 

0
 
 
 

1
 
 

0
 
 
 

0
 
 
 

1
 
 

0
 
 
 

0
 
 
 

1
 
 

0
 
 
 

0
 
 
 

1
 
 

0
 
 
 

0
 
 
 

1
 
 100; 100 100 

＝二、＿＿－＿＿   
13．海  草  兢  

1竺9Ll竺  14．嗜好飲料  

100岳100  
15．調味品兢  

ミニi…；：：i：：こ：  

季節的影響は前述した通り，生産食品の非貯蔵性の食品に，季節的変動がみられる．   

2 食品摂取量  

（1）月別食品摂取量   

次の表は各調査農家の月別食品摂取量である．詳細は表によって観取していただきたい．  

（2）年間野菜摂取量   

次に季節的条件の一番影響のはげしい野菜類の年間消長を詳細に分類してみたのが第6・7  

・8表である．即ち野菜類を有色野菜及び淡色野菜，直用野菜（生食出来るもの）と漬物に分  

類して検討を加えた．その結果は有色野菜にその影響が強くあらわれ，冬期のビタミンA摂取   
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第4表 岩手凝着雪寒冷農家月別食品摂取量（の  
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第5衰 福島県田麦裏作水田農家月別食品摂取量（ダ）  
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第6表 岩手県境雪害冷泉家年間野菜調達表（A農家）  
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第7表 岩手県積雪寒冷農家年間野菜調達表（B農家）  
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第8表 福島県農家年間野菜調達表（C2農家）  
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3 献立構成   

次に献立構成の面にどのような制約をうけているかを検討してみた・筆者は積雪寒冷のため  

に，人間の炊事行為が制約されて，出来るだけ簡易化しようとする面と，寒冷に対応して出来  

るだけ強化される面があるのではないかと考えたのであるが，本調査では確認することは出来  

なかった．むしろ労仲条件の影響が大きく作用しているように思われた・  

（1）日間主食椴成の月別表   

次に365日の献立から日間の主食献立の傾向性をみると，次の第4図の通りである・  

ロか琶妓女 国葬二組食 ■掴食  

第4図 岩手県及び福島県農家の日間主食構成の月別表   

即ち朝食はA及びB農家とも第一固定食（飯汁漬物の構成）が多くなっている・こうしてみ  

ると献立材料の調達別・農家経営の如何にかかわらず，固定的因子が朝食及び昼食の献立の中  

にあり，変動的因子が夕食の献立の中にあるように思われる・従って自由食は夕食に現われて 1）2）  
いる．この間題は先に農村生活研究会において発表したが，新井民らの論文にも同じ傾向  
がみとめられる．   

A農家は経営主が主婦で，農業労他者と調理担当者が同一人であるところから，朝食と昼食  

は簡単にすまし，夕食に色々な献立形態が多くとられている状態である・   

B農家は調理担当者が家庭におり，調理に専念している関係上，昼食にも自由食が多くとら  

れている．叉酪農家で牛乳の飲用が多く，牛乳によって主食構造が変化している・米とみそを  

自給している一般農家に比較して，自ら変化がみとめられるのも当然かも知れない・夕食は副  

1）鷹鍔・辻‥献立材料の構成と調理法形態の推移並びにその要因 農村生活研究会発表（1961）・  

2）新井勇治：農家の食構造について 農村生活研究 5．23（1961）・   
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食の種類が多いためか，みそ汁と漬物があまりとられず，この形態ほ後述する塩分摂取量にも  

影響を与えている点は，注目すべき問題である．   

C農家においても，朝食と昼食は大体固定食がとられ，夕食に自由食がとられる慣向がみら  

れた・これが日本の農家の一般的傾向ではないだろうか．   

以上献立構成に現われた固定食は，月別及び季節的変化よりも，日間の三食構成に変化がみ  

られた・即ち一般的農家においては夕食にその自由食が多くみられたことから，今後新しい調  

理形態を農家に普及する場合は，夕食にその国子を導入すべきである．  

（2）年間副食構成   

次に副食献立について分類してみると，次の第9表の通りである，  

第9表 年間副食献立構成表  

調  理  形  態  別  
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ユ）  年間の献立の聴計を100として，調理形態別にその割合をみたのであるが，直用食物（調  
理を要しないですぐ食べるもの）即ち加工食品や生食出来る食物の占める割合が，各農家とも  

多くなっている．   

叉この直用食物を食別にみた場合，一番多くとられているのは，朝食と昼食となっており，  

これが一般的慣向である．ところが水田単作A貴家のみ6月と10月の夕食にまでとられている  

ことほ，注目すべき問題である（第10表）．  

第10表1日間の置用食物摂取構成表（％）  
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1）鷹頻テル：近代食生活への道 熊谷印刷出版部（1958）．  
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即ち近年の懐向として，都市近郊農村は一般的に主婦農業形態が多くなって，自ら主婦の労 1）  
肋時間の構成に，大きな変化を釆たしている．農業経営の主体者と調理担当者が同一人であ  

るため，当然生産者労佃時間に重点がおかれ，非生産的時間が桁少され，家事処理時間に問題  

が出てくる・然し一方において栄養的関心が高まり，調理時間に制約されずに，食事の内容を  

高めようとすると，こうした直用食物が注月されることほ当然である．   

こころみに年間の農業労物日数と対照してみると，水田農家Aにおいては，耕地経営に対す  

る労伐投下構成は6月と10月に集中されて，他のB・C農家に比べて労他の需要構造がアンバ  

ランスになっていることが分かる（第5図）．そのた捌こ前述した直用食物も，他の農家に比  

べて夕食に官で多くとられることがわかると思う．一般的傾向としては，夕食は火を使用した  

暖かい料理が用いられ，固定食ほ朝食や昼食にとられるのが普通である．  

叫 † ■■シーー▼  ，    へI ，■  

I2 う1さ ら 7 8 ≦l川I－ ほ縛  12 う 4 う 6 丁 8 910」lほ月  l之 う4 ∫l；7119 ‖ll12＃  

髄加困帆＋ －L 」 各銅d札 ‥泉黒酢川泉  

第5図・′農業労肋日数の月別変動表   

酪農開拓農家Bは，1日間の剰余労伐が殆どなく，年間を通じて同じような傾向を試してい  

る・直用食物は朝食及び昼食には多くとられているが，主婦が調理に専念しているため，夕食  

の占める割合は比較的少ない．   

桑呆式畑作経営農家CもB農家と仝じような労相構成であるが，直用食物のとり方も大体近  

似している．   

以上のことから副食献立構成は，季節条件よりも，農業労他のはげしさ及び専業・兼業別の  

問題が影響していることが分かる．  
2）   

全国の消費労他者動向をみても，昭和31年から35年までのZ年間に，5割も消費量のふえ  

た錐詰類なども，その代表的な例といえる．その他肉類でも生肉よりも，ハム等の加工食品が  

毎年Z～3割増加しており，最も著しいのはソーセージ等の激増である．野菜に対しても生で食  

べられるトマトとかサラダ菜のようなものが増加している．むろんこうした動きは基本的には  

1）鷹拷テル‥健康のための婦人の生活時間調査 岩手県教育庁 （1963）．   

2）中山誠記：食生活はどうなるか 岩波書店 （1960）．   
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生活簡易化によって余暇を効果的に使用する現われとみるべきであるが，農家においてほ制約  

された調理時問内に，より多くの栄養を摂取し，健康を増進しようとすれば，この直用食物に  

望みが託されてくるとみてよいと思う．現代の一般的傾向として，インスタこ／ト食品や外食の  

普及利用増加率が高くなっており，更に余暇を楽しむために生活一般にわたって，生活の簡易  

化のた動こ，食のみでなく衣住の面にも，こうした考え方がとり入れられて，その方面の商品  

が多くなっている．このような社会環境の汲に同調して，農村においても直用食物の導入によ  

って，生活を簡易化し，長村婦人を過労から救いたいと思う．その意味において直用食物の問  

題ほ意義があると思う．   

もしこうした物が社会的にどんどん作られ，安価に入手出来普及するとすれば，慣行食も商  

品経済の中で解体し，近代的になっていくのではないかと考えられる．こころみに慣行食に現  

われた平常食献立の変質をみると第11表の通りである．即ち近世末期までは大部分が飯・漬物  

・みそ汁の形態だったのこ比べて，献立に年々変化がみられ，直用食物が多くなっていること  

は注目すべき問題である．  

第11表 慣行食に現れた常食献立の変化 （％）  岩手県  

観  代   
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 A  水田単作貴家  

B  開拓農家（近代的農家）  

1）2）   

農家の献立については，尚色々な問題が残されているが，欠田・宇部民らによっても研  

究されているので，紙面の都合上後述することにする．   

4 栄養摂取構成   

以上の食品調達及び献立条件が綜合的に作用して栄養が摂取されるわけであるが′ その年間  

の消長を検討してみることとする．  

（1）月別栄養摂取量   

年間の調査から各農家の月別栄養素別摂取量を算出したのが，次に示す第1Z・13蓑である．  

1）矢田芳男：農家の献立について 農村生活研究 5、10 （1961）．   

2J宇部文男他：農家献立に関する綜合的研究 農村生活研究 5．16（1961）．   
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第12表岩手県椙寒冷農家月別栄養摂取量（去盃茹謡霊宝豪種兼業兵家 ）  
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第13表 福島県田麦裏作水田兵家月別栄養摂取量  
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調査 35．8～36．7  365日間の月別平均  

第12・13表でも分かるように，生産形態の変化に伴って，その生産食品を給源とする農家の  

栄養摂取量の面にも，季節的な変動のあるものと，ないものと二通りあると考えられるので，  

以下栄養素別に検討してみたいと思う．   

a 熱量とビタミソBl   

年間計画的に保有されている穀類が主なる給源となっているので，季節的影響は比較的少い．  

むしろ労佃程度に対応して摂られているように思われる．即ち水田経営農家においてほ6月と  

10月に，その摂取量が最も高くなっている．12月の多いのは行事食のためと思われる．   
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ビタミソBlも穀類を給源とするため，熱量と比例的にとられている‘   

b 動物蛋白質及びビタミソB2・Ca   

農家においては主に購入食品で魚類がその給源になっているためか，その家庭の経済条件に  

比例してとられている（第1ヰ表）．  

第14表 経営別蛋白摂取構成   

総量媚物蛋富  蛋白質摂取量   

摂  取  構  成  
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70.0 14.0 
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福 ⊇ c 海 業；  

三：＿ 二；二二   む旦」  

この裏によってもわかるよう．に，A農家は兼業農家で盤外収入が多いため，蛋白質の摂取量  

が比較的多い．B農家は乳卵類を自給し，家族が充分摂取した残りを商品化しているので，乳  

卵類からの蛋白質摂取量ほ一番多くなっている．C農家は専業農家で比較的現金収入が少いた  

めか，その摂取量が下まわっている．   

ビメミンB，及びCaの板取ほ，Aよc農家ほ山羊乳かち，B農家ほ牛乳から主にその給源を  

仰いでいるため，季節的な影響をうけてその乳量と関係が探し 
．   

C 脂  肪   

脂肪の摂取量は∵般家庭の平均より比較的多くとられている．A及びC農家ほ野菜の油炒め  

の形で多くとられているので，野菜の摂取量と比例している．又B農家が非常に多いのは，パ  

ン食に自家用のバターを組み合わせるためである′．このように米食とパン食でほ自ら脂肪の組  

合せが違ってくるのである．   

d ビタミソA及びC  
‡   

次にビタミンAの摂取量をみると，有色野菜がとれる4月頃から，その摂取量が上昇してい  

くことがわかる・そして畠の機能が低下する生産停止期の1Z月から下降し始め，そしてその低  

下ほ1月から3月と最もひどくなるのである．開拓農家Bの11月の特に摂取量の高いのは，か  

ばちやの最盛期のためである・ビタミンCもその命源を野菜旺依存するため，同じような傾向  

を示している．   

e 塩分摂取量   

塩分摂取量ははこれと適の相関にあり，新鮮な野菜が欠乏して，専ら塩蔵野菜に依存する冬  

期が最も高く，春野菜の出まわる頃から下降してくる現状である（第15表）．   

A農家は保存液が主体になっており，B農家は高冷地のため，年中ストヤプを使用している  

ため糠みそ演を常用し，即席漬を摂取しているためか塩分摂取量は比較的少い．又B兵家は前  

にも述べたようにパンと牛乳の組今せが多いため，みそ汁のとり方が少い事も影響してると思  

う・主食構造が米中心の場合は自らみそ・漬物が多くとられ塩分の過剰摂取となるわけで，こ  

の点は大いに検討しなければならない問題である，   
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第15表 年間月別塩分摂取量の変動（ダ）  
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第17表 福島県調達別，月別摂取変動桁数（北開東平均を100としてガ）  
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寒冷地単作農家は季節的制約をうけて，生産期が短いため，非生産期の野菜の摂取構造に問  

題が生じてくる．そしてその影響は生産食に依存する農家程強くあらわれている．詳細は表に  

よってみていただきたい．  

し3）食別栄養配分   

次に朝・昼・夕食別にその栄養摂取量を配分してみると次の表の通りである．  

第18表 装繁農閑期別食別栄着配分表  

農 閑 期 （2月）  良  繁  期 （10月）  
素 養 素 別  B／A  

朝食i昼食l夕食l間食l計 ㈱  堅し竺型ヱ 
＿ 

家書   
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2 

※（ ）内は熱量の食別配分 ％   

岩手県の場合は一般的に昼食が軽んじられている傾向が強く，その傾向は2月の農閑期の摂  

取量において著しい傾向を示した．福島県の場合は岩手程の差は認められなかった．これは前  

述した各農家の年間の労功構成と関係が深いものと思われる．そこで農閑期を100として農繁  

期の栄養摂取指数をみると，第18表の通りである．岩手県に於いては農繁期にはその摂取量が  

上昇するが，農閑期にほ低下することが認められた．それを福島と対照してみると，あまり変  

動がないことがわかったのである．これは岩手及び福島の年間の労肋配分と密接な関係があり  

岩手の場合は前述したように6月と10月に農業労仲が集中し，福島は年間を通して忙がしくそ  

の変動があまりないところが，栄養摂取の而でも均一しているように思われる・   

栄養所要量ほ基礎代謝量及び労作程度等によって，その量が決まってくるのであるが，その  

適正量を確認し，更に1日の量を出来るだけ3食に平均してとるのが理想的と言われているが  

その面の検討も今後残された問題である．  

Ⅴ 綜 合 観 察   

以上の食品調達・献立条件が綜合的に作用して栄養が摂取されるわけであるが，その摂取量  

はその村の生産構造・調達構成●労仲条件・経営条件等々の影響をうけていることは前述した  

通りである．そしてこのような慣行食の季節変動が，その地域住民の生活に色々な形で作用し  

ているが，その中の健康との関係から検討してみたいと思う・   

1 年間栄養摂取の構造   

栄養摂取の変動を第19表でみると，ビタミソA及びビタミソCの月別摂取の消長に，大きく  

変動を与えていることがわかる．  

第19表 変 動 係 数（岩手・福島）  
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尚野菜を媒介として摂取される塩分にも季節的変動がみられた・貯蔵可能の穀類から摂取さ  

れる栄養の面では，それ程の変動はないが，労相や行事に対応して摂取が増加し，叉米の端境  

期には新麦や穀類の増加から，ビタミソBlの摂取に影響を与えていた・   

そこで年間変動の一番ほげしいビタミンAとCの給源である野菜の年間調達の構成をみたの  

が第6図である．図の示す如く積雪寒冷のため，生産の停止する時期においてほ，いきおい貯  

蔵可能の淡色野菜と塩蔵野菜に依存する幌向が強く，その結果冬期の塩分摂取量が，他の時期  

に比較して高くなっている点ほ問題である．  

曳  農  期  
12＝12＝  4】う1617l8！9ltoi‖   

人 象  
こ′      ほうれ人草  
敵 城  t■l■■  

野  
ねき、t  

乳  
■P■■■■■■  

色   

ご、は予ラ  

九東泉  －■  ■■－■■  

弾   溺  
払  ほ   り  
貯  ヒ○一寸ン  ■  
泉  トくト  

色  
野  ■■■  

泉  ■  
ぞ少うリ  

芭          な †  

碩   

塩   竃  
賓   

き中うリ  

山風釆  ■   

、 

ー■■■■  

箋 嘗 雀   

第6図 季節別主要野菜摂取状況 ㈱   

第7図はビタミソAとCの季節的変動を示した図である．第19表にも示したが，他の栄養素に  

比較してその波が非常に大きく，福島に比較して岩手の方が更に変動が激しいことがわかる・  

2 主要死因の季節変動とその構造   

次に食物摂取の構造と健康との相関をたづねるために，主要死因の構造を検討してみたいと  

思う．   

健康の指標を成人の場合を高血圧死亡率に，乳幼児の場合を，肺炎死亡率にとって死因の季   
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′
′
 
 

1 2 5 4 5 6 7 8 9 川IIほ月  
第7図 岩手県・福島県・月別ビタミソA及びC摂取量   

節変動と慣行食との関係を検討してみると次のようである．  
1）  2）  3）  4）   

死亡の季節変動に関する研究は、菅原・籾山・井之川・菊池∴氏らによって発表され  

ているが，慣行食との関係においての論文は少い．そこでこのような栄養摂取の季節的変動が  

主要死因の月別変動にどのような影響を与えているかをみたのが第8図である．これによると  

生産力が低下し，栄養摂取量特にビタミソA及びCが低下してくる12月から3月頃と前後して  

死亡率が高く′なる傾向があることがわかる．叉この時間ほ漬物を多くとるために高塩食事にな  

りがちである．塩分は農繁期の時のように，汗をだす夏期や労他のはげしい場合ほ多量にとっ  

ても問題はないが，冬期及び農閑期における高塩食事は，過剰塩分を体外に排泄するためにま  

すますビタミソの消耗を釆たし，体に悪い影響を与えるのである．   

私たちの生体は異常高温や低温の場合，それに対応するた捌こ，特に或栄養素を普通以上に  

消費し，叉特定の物質代謝が活発になり，そのために栄養要求がおこるが，その中にビタミソ  

5） 煩がある．又小柳民らは寒冬刺戟叉ほ高塩食事によって，副腎ホルモソを多く分泌するため  
に，ビタミシA・B2・パントテン酸・コリソの摂取量を高めるべきだといっている．ところ  

1）菅原恒有：脳卒中死亡の季節変動に関する研究 民族衛生 26．1（1960）・  

2）籾山政子：季節病カレソダー 講談社（1963〕・  

3）井之川孝雄他：気象条件と死亡との関係 日本公衆衛生雑誌10．389（1962）・  

4）菊池正一他：大気温と主要死因による死亡について 日本公衆再生雑誌11．19（1963）・  

5）イ ′ト柳達男他：ラヅテの血圧に対する飼料中のビタミソA－B！コリソ及びバソトテソ酸の影響  
岩手大学農学部報告 2．2（1955）・   

ロ 小柳達男他：飼料中のカロチンの供給と牛の健康度との関係日本畜産学会 27・237（1956）・   
ハ 小柳達男他：高食塩飼料を与えたシPネズミの血圧に及ぼすメチオエソの影響  

栄養食糧学会誌14．503（1562）．   

ニ 小柳達男他：シ′pネズミの発育、Na排泄および血圧に及ばす白米水洗の影響  

15．362（1963）．   同  上  
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1 2  写  4  5  ¢  7  8  9 10 1112月  

第8図 調査村における主要死因季節別変動  

が筆者らの調査では，多くとらなければならない時期に，道に低下しているのである．そうし  

た要求量と摂取量のアン㌧ベラソスが，このような死亡率に影響を与えていると思うのである．   

これを裏書きするかのように，ビタミソAの血中濃度を測定すると，12月から下降して，3  

月が最低を示し，摂取量と平行していることがわかる．   

叉高食塩食事ほ，以上の寒冷ストレスと仝様，副腎ホルモンを刺戟して，ビタミソ類の消費  

に拍専をかけているのである・従ってビタミソ類の摂取が少い上に，更に高塩食事をすると，  

その塩を体から追い出すた捌こ，ビタミソ類が多量に消費され，二重に悪影響を与えるのであ  

る．   

筆者らがラッチの摂取食と血圧の相関について行った実験によっても，その間題は判明する  

と思う（第ZO表）．   

即ち塩分1％の正常食でほ，ラッチの血圧ほ正常であるが，2．5％の高塩食にすると血圧ほ  

上昇する・ところがそれにパソトテソ酸・コリソ・ビタミソB2を加えると，血圧ほ正常値を  

示すのである．   

こころみに高血圧死亡率の一番多い時期と少い時期の摂取量を比較してみると，あきらかに  

死亡率の高い時期ほ畠の生産停止期になっていて，生産期に比較して，その摂取量が少くなっ  

ている・その中でも特にビタミソA・C・コリソ・パソトテン酸が問題である．これに反し塩  

分摂取量がZ．5倍に上昇していることによっても，その要因が判明すると思うのである．   
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第20表 摂取食と血圧との相関（ラッチの飼育試験結果による）   

第21養 生産食に変動を与える主要栄養素  

1）  文筆老らが岩手の慣行食を類型別に分類し，ラッチを長期飼育したが，同じ食事配合でも  
塩分の濃度が高くなるだけで，発育不良やビタミソ不足症状がおこるのである・  

欝22表 ラッチの長期飼育試験  

【初体重】4週l8い2い6  飼料配合  

白  米  
大豆蛋白5％  
Ⅴ．B，Ⅴ．A  
塩分 2．5％   

323．O1338．31350．8  

備考 A区ほ塩分1％から2週毎に漸次増量して2．5％にした・   

以上のことからみても，冬期の低ビタミソ高食塩食事ほ，私たちの身体に如何に悪い影響を  

与えているかがわかると思う．   

次に肺炎死亡率のうごきをみると，死亡のピークが冬期にきている・冬に高い山をつくる乳  

幼児の病気と，高年令層はともに気候の影響をうけやすく，冬の寒さは抵抗力の弱い体に，強  
く影響をおよばし，死亡率を高めていることが，うかがえるのである・このように冬に集る季  

節病の要因はいろいろあるが，食生活のかたよりからきていることは，見逃せない問題である・  

現在の医学のつきあたっている壁は，こうした生活環境国子の支配している病気の克服ではな  

1）鷹紫テル他：白米と凍豆腐或るいほ粉乳を用いて行ったネズミの長期飼育試験 ビタミソ  
28．342（1963）．   
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いだろうか．   

3 調査村の血圧調査   

調査対照地域及び農家の血圧調査を，岩手医大木村教授らが，1行ったのであるが，それによ  

ると積雪寒冷条件に規制されて，食物摂取の季節変動の激しい岩手程，高血圧出現率の高いこ  

とが認められた．   

又鬼柳町は兼業農家が多く，主婦の農業主体者が大部分を占め，その労物量が多いのに，昼  

食事1人で簡単に飯と漬物ですます傾向があり，季節条件だけでなく，労肋と食物摂取の不合  

理も加わって，40才以上の女引こ高血圧が多く認められたことも，1つの問題である・（第Z3  

表第9図），  

年 率  

第9囲 年令別最高血圧平均値（調査村）  

そこで冬期においては，積雪寒冷と高塩食事に対応するため，ビタミソ類の摂取を高めるべ  

きである・しかし，慣行上冬期の野菜摂取を漬物に依存する生活は，なかなか改善できないの  

ではないだろうか・つけものに使用する塩分は，生理的に要求する濃度（1％）ではなくて，  

野菜を貯蔵するための塩分（8％以上）であるところに問題がある．この塩蔵野菜を冬期多く  

とると，おのずから高血圧の発生を高めるのである．   

もしもこうした慣行食から，どうしても脱皮出来ないとすれば，その過剰塩分を体外に排泄   
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弟23表 年令別性別，高血圧出現率  

77  

調査対象恒血圧者】正常者L 計【百分率j備  考  

福島芯習竺  
1謂 3葺：書   

する肋きをする成分を多く含む，穀類・野菜・良質蛋白質性食品の摂取に努力すべきである・  
1）   

筆者らはこの従来の塩蔵野菜に対し，ザウエルクラウト（食塩1．5～Z％）を作り，栄養  

飼育試験を行ったところ，クラウトは従来のつけものに比べて血圧の上昇が低いことを認めた・  

そこで冬期のつけものとして，．こうした低塩食のつけものを普及したいと思うのである．   

4 生産食・隣人食地帯別死因の月列変動   

死因の月別変動ほ積雪寒冷地程，又年少者程その影響を強くうけていることは前述したとお  

りである．こうした現象ほ果して，季節変動の激しい生産食品の調達能力に障害がおこり，そ  

れからくる摂取食物のアンバランスが，原因となっておこった現象なのか．単なる寒冷ストレ  

スによる，人間自体の機能障害なのか，これを更に証明するために，気象条件の同一な地域で  

年間の季節変動をうけやすい生産食地帯と，比較的均一的な食物摂取のできる購入食地帯の，  

死因の月別変動をみたのが第10図である．  

tOO  

80  

60  

ヽ  

し  
1 2 

第10図 生産食・購入食地帯における総死亡季節別変動表（岩手県）  

1）鷹湾他：タラウトに関する研究 栄養食糧学会誌14．401（1962）．   
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これによると生産食地帯の変動が，購入食地帯よりも，その変動が大きいことがわかる・な  

お全国の年次的変化をみると，年とともに月別変動の汲が縮少され，冬期集中の傾向が均一化  

しつゝあることが認められる（第11図）．これは気象条件においては，あきり変化はないが，  

保存法の進歩やビニール栽培により，食物が全国的に年間均一的になってきているためと思わ  

れる．  

第11図 死亡率の季節変動（全国）   

更に高血圧死亡率が寒冷ストレスのためとすれば，青森や北海道が高率と推定されるが，比  

較的低率を示しているのは，気象条件の他に，そのストレスに対応する対応の生活が合理的に  

行われているためと思われる．  

（人口10万に付〕   第24表 中枢神経系血管損傷死亡率  
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1）   

なお高血圧の誘因については，多くの論文が発表されているので，それらを参照していた  

だきたい．本調査においてはデーター数が少ないので決定的なことはいえないが，食生活その  

他の生活因子が大半を占めていることほ，注目に価する事実である・   

このように人間の社会の病気の姿を決めるのは季節とか気候とかいった自然ではなくて，む  

しろそういった自然と斗う人間社会の姿が病気に反映し，その社会の病気の姿を形づくってい  

くのではないかと，籾山氏はのべている．   

一般的にいって文明が進んだ社会程，医薬の進歩，衛生対策の向上，発達した医療制度，労  

イカ条件や生活水準の向上，食生活改善等の向上が総合的に伽、て，死亡率が低下しているが・  

病気の冬期集中は未征服のまま残されている現状である．   

以上いろいろのべてきたが着雪寒冷条件が食生活に必要な食品の連続的な調達をほぼむため  

に，その食品摂取能力にアン／ミラソスを生じ，それが媒介となってビタミソや無機質の年間消  

長に，季節的変動が生じているという点が問題である．文一方においては，積雪寒冷期におけ  

る食物摂取を安易にするために，塩蔵野菜に依存する傾向が強く，このため低ビタミン高食塩  

食事となり，冬期の食生活に悪い影響をおよばしているのである．   

そこで食生活でこの間題を解決するとすれは，冬期はビタミン類を強化し，低食塩の食事を  

とることが合理的と思うのである．しかし本調査ではこれと逆な食生活がおこなわれ，そのた  

めに地域住民の健康，掛こ冬期の疾病死亡に影響を与えていることが判明したのである・   

そのためには次の間題を改善したいと思う．  

1．食物摂取の季節変動を支配している生産食品の生産構造の改善   

Z．生野菜の冬期間の貯蔵の研究及び低食塩の漬物の研究   
3．生産食品だけで対応できない場合，その季節低下を補完するための食品購入等の計画   

4．寒冷ストレスをなくすための生活（衣・住等）の場の改善   

以上の解決によって，年間均一的な食物摂取を行い，生産食の季節変動を少しでも少なくす  

ることが，健康生活に一歩一歩近づく道ではないかと考えるのである・   

終りにのぞみ総合研究の指導者として，御世話をいただいた東京教育大学農学部藤崎三雄教  

授，社会科学的な考察面に御助言をいただいた岩手大学学芸学部長森嘉兵衛教授に心から感謝  

の意を表する．   

又365日の長期にわたり，献立記入にたゆまざる御協力をいただいた，岩手県の阿部江糞・  

佐藤ツヤ・成田浅代，福島県の油井ヤエ・景井美妓子・後藤久さよの皆様に心から感謝する・   

この研究は昭和36年度文部省総合科学研党費で行ったもので，東北家政学会と全国農村生活  

研究会で口頭発表したものをまとめたものである．  （1964・1・15記）  
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p 佐々木道亮：わが国の脳卒中死亡率の地域差と関連のある栄養因子について  

日本公衆衛生雑誌 7．419（1959）．   

ハ  ′†  ：秋田県農民の血正に及ばすりんご摂取の影響 医学と生物学 51■103（1958）・   

ニ 川岸泰成：東北地方住民の血圧の観察とくに暖房との関係 弘前医学11・815（1959）・   

ホ 木村武他‥動脈硬化とコレスチP←／レ  臨床雑誌内科 4・47（1958）・   

へ 太田稔他：岩手県水稲作農村民の血清アスコルビン酸ならびにコリン濃度の季節変動  
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